
貸　借　対　照　表
２０２３　年　　３　月　３１　日

資　産　の　部

Ⅰ．流動資産 243,635 Ⅰ．流動負債 47,403 

現金及び預金 225,227 買掛金 5,761

売掛金 13,302 一年以内返済予定長期借入金 14,290

1,955 未払金 11,895

前払費用 249 未払費用 877

未収入金 827 4,242

預け金 2,073 5,962

54,935 預り金 6

１．有形固定資産 46,696 賞与引当金 4,369

37,521 144,470 

9,175 長期借入金 144,470

２．投資その他の資産 8,239 191,873

敷金保証金 8,239

106,697 

45,000

45,000

16,697

16,697

16,697

106,697

資産合計 298,571 298,571

（注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

（単位：千円）
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建物及び構築物 Ⅱ.固定負債

工具、器具及び備品

負債合計

純　資　産　の　部
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重要な会計方針に係る事項に関する注記

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法 　

　棚卸資産

・原材料 最終仕入原価法による原価法(貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切

下げの方法)を採用しておりますが、一部の原材料につきましては、個別原価法による原

価法を採用しております。

(2) 固定資産の減価償却の方法

　　・有形固定資産 定率法を採用しております。但し、建物及び構築物については、定額法を採用してお

ります。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

　建物及び構築物・・・・・・３～20年

　工具、器具及び備品・・・・３～15年

(3) 重要な引当金の計上基準 　

　　・賞与引当金 従業員の賞与に備えるため、賞与支給見込額のうち当事業年度負担分を計上しており

ます。

(4) 外貨建資産負債の換算基準 　

　　　外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しております。
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